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要 旨 
 動詞の丁寧体否定形式「ません」「ないです」の使用状況、使用意識を調査し、その
結果を Brown & Levinson（1987）のポライトネス理論を基に考察した。調査に当たり、
「ないです」には話し手が聞き手に示す“familiarity”があるという仮説を立てた。
“familiarity”とは話者が相手に対して好意や親密さを示す、あるいはそれらを示して
いるようにみせることと定義する。“familiarity”を表明するということは、ポジティ
ブ・ポライトネスに相当するが、敬語に含まれる丁寧語は一般にネガティブ・ポライト
ネスに相当すると言われる。考察の結果、「ないです」には相手との心理的距離を縮める
機能があり、それゆえ相手に対して話者の“familiarity”を表明することが可能となる
ことが明らかとなった。また、「ないです」は相手に配慮したネガティブ・ポライトネス
としての丁寧語の使用に加え、話者自身のポジティブ・ポライトネスを満足させる言語
形式であると言える。 
 
キーワード：ポジティブ・ポライトネス、ネガティブ・ポライトネス 
familiarity、心理的距離 
 
１．はじめに 
現代日本語には、動詞の丁寧体否定形式として規範とされる「食べません」（以下、「ません」）
と規範からはずれた形式とされる｢食べないです｣（以下、「ないです」）の 2 形式が存在する。
動詞の丁寧体否定形式において、新出の「ないです」には話し手が聞き手に示す“familiarity”
があり、基本的な対人関係機能は「相手との心理的距離を縮める」ことであると考える。
“familiarity”とは、話者が相手に対して、好意や親密さを示す、あるいはそれらを示してい 
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るように見せることであるが、「ないです」にはそうした機能があり、Brown & Levinson（1987）
のポライトネス理論を援用すれば、「ないです」の使用はポジティブ・ポライトネスのひとつと
考えられる。反対に、「ません」はもともと備わっていた話者と相手との心理的距離を遠ざける
という機能がより鮮明になっているという仮定に立つ。 
 そこで、上記仮説を証明すべく、この 2 形式に対する話者の使用場面、言語使用意識を調査
し、その結果についてポライトネス理論を用い、考察する。 
 
２．先行研究とその問題点 
(1) 丁寧体否定形式に関わる先行研究  
福島・上原（2001）は「テレビコマーシャル」と「自然な会話」という 2 種類のデータを用
い、丁寧体否定形式の使用状況・用法を考察している。「ません」はより改まり度の高い状況で
用いられ、否定という話し手の判断が述べられるときに用いられるとしている。また「ないで
す」はやや改まり度の低い状況で用いられ、否定を示した後で話し手の配慮が働き、「です」を
付加して提示すると述べている。テレビコマーシャルには「ません」しか見られず、その理由
としては、テレビコマーシャルは公共の媒体を通して、不特定多数に働きかけるため、改まり
度の高さが要求されると説明している。さらに、福島・上原（2002）では「自然な会話」での
「ません」、「ないです」の使用文脈状況を分析している。「ません」は初対面の会話の開始部、
「ないです」は反対に会話がある程度進行してからや縮約形と共に用いられるとし、使用状況
の違いに言及している。また、発行された年代が異なる小説を分析した福島・上原（2003:87）
は「ないです」について、「同等の親しいものへの発話や、酒の席など改まり度が低い場面で多
く出現している」としている。 
 小林（2005）は『名大会話コーパス』『女性のことば・職場編』『男性のことば・職場編』の
資料を用い、日常会話における「ません」と「ないです」の使い分けを考察した。そして、品
詞、後続要素、用法による使用傾向について、日常会話では「～ないです」の使用が 7割（67.7％）
を占めること、引用節外では『～ないです』、引用節内では『～ません』という棲み分けがみら
れることを明らかにした。 
 野田（2004）は、シナリオ、対談、自然談話の用例から「ません」と「ないです」の出現数
を報告している。それによると、作られた話し言葉であるシナリオは「ません」の出現率が高
く、80％以上であるが、自然談話では「ないです」が約 60％である。よって、日常会話のレベ
ルでは「ないです」の使用率が高くなっているが、規範的には「ません」だと認識されている
ことがうかがえる。また、「動詞＋ません」、「動詞＋ないです」においては、「動詞＋ません」
が言い切りの形で 30％、終助詞付加の形で 21.1％の出現率であるのに対し、「動詞＋ないです」
では、言い切りの形で 11.6％、終助詞付加の形で 65.8％出現し、大きな違いを見せている。野
田（2004:235）では、この終助詞付加に関して、「『ません』のほうが規範的な形だと認識され
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ていることを考え合わせると、『ないです』は、何も付加しない言い切りの形では安定しにくい
という可能性、そして、規範的でなく比較的親しい間柄で用いられる形であるため、終助詞の
使用が高くなっているという可能性が考えられる」と述べている。 
 
(2) ポライトネス理論  
Brown & Levinson（1987）は、人間関係における人間の基本的欲求をフェイスと呼び、ネガ
ティブ・フェイスとポジティブ・フェイスの２種類のフェイスがあるとした。ネガティブ・フ
ェイスは他者に邪魔されたくないという欲求で、ポジティブ・フェイスは他者に受け入れられ
たい、好かれたいという欲求である。人は相互作用する際、互いのフェイスの維持や保護のた
めに、多様な配慮や機転を駆使し、それを合理的かつ協力的に行っているとする。また、自ら
のフェイスを守りたいという意識は人間にとって基本的な欲求であると述べている。そして、
相手のフェイスを侵害する行為を FTA（face-threatening act）と呼び、FTAを回避する言語行
動をポライトネスとした。つまり、相手のフェイスを脅かさないように配慮して行われる言語
行動がポライトネスなのである。Brown & Levinson（1987）はフェイスの侵害度を軽減する方
略をポライトネス・ストラテジーと呼んでいる。このうち、相手のポジティブ・フェイスに配
慮するのがポジティブ・ポライトネスである。ポジティブ・フェイスは他者に受け入れられた
い、好かれたいという欲求である。したがって、他者の評価に対する欲求を満たすため、相手
との距離を縮めたり、親近感をもたらしたりする直接的な表現が用いられるストラテジーであ
る。滝浦（2008:34）はポジティブ・ポライトネスについて「直接的表現と近接化的表現によっ
て、相手との距離を縮め、相手と共に事柄に直接触れようとする、表現の共感性が特徴となる。
“共感”のポライトネス、または“連帯”のポライトネスと言い換えることもできる」と述べ
ている。 
反対に、ネガティブ・ポライトネスは、間接的であり、相手の領域に入らず距離を置くこと
で相手のネガティブ・フェイスに配慮するポライトネスである。 
 
(3) 先行研究の問題点  
 以上、丁寧体否定形式とポライトネス理論の先行研究を見てきたが、先行研究では、「ないで
す」の使用状況、使用場面での改まり度への言及はあるものの“否定”に対する差異や具体的
な 2 形式の機能は明らかではない。 
さらに、Brown & Levinson（1987）によれば、日本語の敬語はネガティブ・ポライトネスの
“Give deference”とされる。“Give deference”とは、目上の人の感情を尊重し、尊敬や敬意
を示すこととされる。しかし、果たして日本語の敬語は“Give deference”だけで説明可能な
のだろうか。たとえば、本研究の対象である丁寧語「です・ます」について考えてみる。丁寧
語「です・ます」は聞き手や発話場面に配慮して用いられる敬語であるとされる（『現代日本語
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文法７』2009：261）。次のような例文を考えてみよう。 
 
  （１）もう昼ごはん食べた？ 
  （２）もうお昼ご飯食べましたか？ 
 
同一話者が同じ聞き手に対して、例文（1）、（2）ともに使い得る。たとえば、会社の同期でプ
ライベートでも仲がいいとすれば、たとえ会社内であっても二人だけの場面なら例文（1）のよ
うに普通体で言うだろう。しかし、上司、先輩などが同席している場面でなら、例文（2）のよ
うに丁寧体を用いる。これは、単に聞き手だけへの配慮ではなく、発話場面に配慮して用いら
れたと考えられる。このような丁寧語の使用は聞き手目当ての話し手の言語行動であり、さら
に、話し手が場面に配慮できる自分を相手に示しているとも言える。つまり、話者が他者に受
け入れられたい、好かれたいという自身の欲求であるポジティブ・フェイスを自身で満足させ
るものである。また、聞き手に対しても配慮を示せるということは、聞き手のネガティブ・フ
ェイスをも満足させる。Brown & Levinson（1987）では、1つの発話に対して、1つのポライト
ネス・ストラテジーを適用するが、このような例を鑑みると、1 つの発話に対して、ポジティ
ブポライトネスとネガティブポライトネスの２つのストラテジーが用いられているように思わ
れる。 
本稿では、2 形式を使用する際の話者の意識に着目し、「ません」および「ないです」の“否
定”に対する差異や、どのような機能があるのかについて調査を行う。そして、ポライトネス
理論を援用し、「ません」および「ないです」の基本機能を明らかにしていきたい。 
 
３．動詞の丁寧体否定形式に関するアンケート調査１ 
(1) 調査方法 
 大学 3、4年生および大学院生の日本語母語話者 70人を対象に実施した。以下に調査項目を
挙げる。 
 
◆ 会話の相手別、動詞否定表現の使用状況 
会話の相手として先生、先輩、友達、知らない人、客を設定した。モデル会話１）の中
で否定表現として「ません」、「ないです」、「ない」２)のうち、どの形式を選択するかを
調査した。 
 
 
◆ 会話の中での動詞否定表現形式に対する使用意識 
多肢選択方式、複数選択可で行った。選択肢を以下に示す。 
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  選択肢：上品、丁寧、フォーマル、カジュアル、やわらかい感じ、硬い感じ、
相手との距離が近い、相手との距離が遠い、その他（記述式） 
 
(2)  会話の相手別、動詞の丁寧体否定形式の選択状況 
調査 1 の会話の相手別に「ない」「ません」、「ないです」のどれが選択されたのかを表‐1 で
見てみよう。 
 
   表-１：会話の相手別の「ない」「ません」、「ないです」の選択結果３) 
 「ない」 「ません」 「ないです」 無回
答者
計 
(人数) 人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 
先生 1 1.4 29 41.4 40 57.1 0 70 
先輩 4 5.7  9 12.9 57 81.4 0 70 
知らない人 0 0.0 23 32.9 47 67.1 0 70 
友達 62 100.0   0 0.0   0 0.0 8 70 
客 0 0.0  31 50.0  31 50.0 8 70 
 
まず、普通体否定形式の「ない」の選択結果を見てみよう。会話の相手が友達の場合は、回
答者 62人全員が「ない」を選択した。それ以外に、「ない」を使用したのは、会話の相手が先
生の場合と先輩の場合である。先生への 1 人は、「ない」を選んでいるが、欄外に「『食べない
っす』という感じ。体育会系のノリ」と記載しているため、純粋な普通体否定形式を選択した
とは言い難い。この表現は、若者の敬意表現のひとつとして考えられている。先輩に対して「な
い」を選択したのは 4人である。先輩後輩という関係は、そのグループ間、また個人の関係で
上下関係の厳しさが異なると考えられ、普通体を使用する関係があることは想像に難くない。
しかし、やはりそれ以外の相手には丁寧に話すべきだという考えは根強いようで、普通体否定
形式「ない」は選択されず、「ません」または「ないです」が選択されている。 
次に「ません」と「ないです」の選択者数を見てみると、会話の相手が客以外は、「ないです」
の選択者のほうが多いことがわかる。それぞれ、約 60％～80％の調査対象者が「ないです」を
選択した。次に、表-1 の中で「ません」と「ないです」に大きな差が見られるのは、会話の相
手が先輩の場合である。調査の中で取り上げた会話の相手の中で、丁寧体を選択する相手とし
て先輩はもっとも調査対象者に近しい存在であると考えられる。これは、普通体否定形式「な
い」が用いられたことでもわかるだろう。したがって、「ないです」は、丁寧体という枠組みの
中でも「ません」より普通体否定形式寄りの捉え方を調査対象者がしていると考えられる。 
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(3)  選択形式に対する意識 
 調査対象者がそれぞれの会話の相手に対して選択した形式について、どのような意識を持っ
ているのかをまとめたものが表-2、表-3４)である。それをもとに、「ません」と「ないです」に
対する母語話者意識を探っていこう。 
 
表-２：「ません」に対する意識 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 表-2から「ません」は丁寧であるとする回答が先生 65.5%、先輩 55.6%、知らない人 34.8%、
客 71.0%というように、最も多い。次に多い回答は“フォーマル”、続いて“距離が遠い”であ
る。個別に見ると、“丁寧”に続く項目については異なりもある。先生は、“丁寧”に続いて、
“フォーマル”（27.6％）、“距離が遠い”（13.8％）である。知らない人では、“距離が遠い”（30.4％）、
“フォーマル”（21.7％）となる。先輩の場合は、「ません」の選択者が 9人と少ないため、“丁
寧”と考えられていること以外の意識をここで知ることはできない。客の場合、“丁寧”に続い
ての項目は、“フォーマル”（35.5％）であるが、その後の項目が“距離が遠い”ではなく“硬
い”（9.7％）が選ばれている。最後に、“その他”の主な記述内容は「はっきりと拒否を示した
いから」「主張を通したいから、強く言う」「発音がスムーズ」「自然に」「相手に不快感を与え
ず、これ以上話しかけてほしくないことを悟って欲しい」というものであった。“その他”の中
で最も多い回答の傾向は「ません」を使えば、はっきりと否定できるというものである。つま
り「ません」のほうが「ないです」より否定の度合いが強いと感じていると言えるだろう。 
 次に「ないです」に対する意識についてまとめたのが表-3である。 
  
上品 丁寧
フォー
マル
カジュ
アル
柔ら
かい
かたい
距離が
近い
距離が
遠い
その他
回答
者数
回答
延べ数
人数 1 19 8 0 0 2 1 4 2
％ 3.4 65.5 27.6 0.0 0.0 6.9 3.4 13.8 6.9
人数 0 5 0 1 0 0 0 0 3
％ 0.0 55.6 0.0 11.1 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3
人数 0 8 5 0 1 0 0 7 4
％ 0.0 34.8 21.7 0.0 4.3 0.0 0.0 30.4 17.4
人数 0 0 0 0 0 0 0 0 0
％ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
人数 1 22 11 0 0 3 0 1 4
％ 3.2 71.0 35.5 0.0 0.0 9.7 0.0 3.2 12.9
人数 2 54 24 1 1 5 1 12 13
％ 2.2 58.7 26.1 1.1 1.1 5.4 1.1 13.0 14.1
25
0
42
113合計
29 37
9
23
0
31
92
9
先生
先輩
知らない人
友達
客
70 鈴鹿国際大学紀要ＣＡＭＰＡＮＡ　Ｎｏ．１９，２０１２
表-３：「ないです」に対する意識 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表-3 にあるように、会話の相手に関わりなく、「ないです」は“丁寧”であるとする回答が
最も多かった。つまり、調査 1において調査対象者は「ません」のみならず、「ないです」をも
“丁寧”だと認識していることが浮かび上がった。また“柔らかい”もすべての会話の相手に
おいて選択されている。 
 会話の相手別に見てみると、選択率が最も高い項目が“丁寧”であることは共通しているが、
2 番目以降の項目には多少のばらつきが見られる。3 番目までを挙げてみる。先生は“柔らかい”
（20.0％）、“距離が近い”（15.0％）、先輩は“距離が近い”（31.6％）、“柔らかい”（26.3％）、
知らない人は“柔らかい”と“距離が遠い”が同率で 23.4％である。客は“柔らかい”（32.3％）、
“フォーマル”（19.4％）となった。 
表-2 の「ません」に対する意識でも観察された会話の相手が知らない人だった場合、“距離
が遠い”という回答が多いという現象が「ないです」でも見られる。この場合、他の会話の相
手と比べて、10％～20％前後多くなっている。距離感という点で知らない人に対する項目を見
ると、“距離が遠い”と反対の“距離が近い”という回答は 0％である。対照的に会話の相手が
先輩の場合、“距離が遠い”という回答は 0％であり、“距離が近い”は 2 番目に多い支持を集
め 31.6％を占める。次に、“その他”の記述内容について主なものを挙げると、「『食べません』
はきつい感じ。『食べない』はためっぽい」「これが普通」「言いやすい」「話題から親しいだろ
うということで」であった。“その他”の記述内容で多かったのは、無意識に言ってしまうとい
うような日常的な使用を窺わせるものや、「ません」のように強いイメージがないため「ないで
す」を選択しているというものである。 
 
 (4)  まとめ 
表-2、表-3から明らかなように、「ません」も「ないです」も丁寧であると認識されている。
ただし、「ません」については、“丁寧”が 58.7％、“フォーマル”が 26.1％(表-2、合計値参照)
上品 丁寧
フォー
マル
カジュ
アル
柔ら
かい
かたい
距離が
近い
距離が
遠い
その他
回答
者数
回答
延べ数
人数 0 20 5 2 8 2 6 4 11
％ 0.0 50.0 12.5 5.0 20.0 5.0 15.0 10.0 27.5
人数 0 24 7 6 15 2 18 0 8
％ 0.0 42.1 12.3 10.5 26.3 3.5 31.6 0.0 14.0
人数 0 16 8 1 11 4 0 11 14
％ 0.0 34.0 17.0 2.1 23.4 8.5 0.0 23.4 29.8
人数 0 0 0 0 0 0 0 0 0
％ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
人数 0 15 6 1 10 1 4 4 5
％ 0.0 48.4 19.4 3.2 32.3 3.2 12.9 12.9 16.1
人数 0 75 26 10 44 9 28 19 38
％ 0.0 42.9 14.9 5.7 25.1 5.1 16.0 10.9 21.7
合計 175 249
客 31 46
知らない人 47 65
友達 0 0
先生 40 58
先輩 57 80
71動詞の丁寧体否定形式「ません」「ないです」
なのに対して、「ないです」は、“丁寧”が 42.9％ “フォーマル”が 14.9％(表-3、合計値参照)
と 11～15％下回っている。さらに、「ません」は“丁寧”の次の項目として“フォーマル”が
選択されている。それに対して、「ないです」では“フォーマル”というよりも“柔らかい”こ
とばであるとする人のほうが多いことがわかる。 
上述したように「ません」のほうが、“丁寧”、“フォーマル”という項目が高い割合を示して
いる。さらに、表-2、表-3にまとめたように「ません」、「ないです」に対する日本語母語話者
の意識には相違が見られることから、「ません」と「ないです」は異なる機能があると言える。
さらに、「3.(2)」で「ないです」は、丁寧体という枠組みの中でも「ません」より普通体否定
形式寄りの捉え方を調査対象者がしていると述べたが、表-2、表-3でまとめられた調査対象者
の意識においても同様の傾向を示している。「ません」が“カジュアル”であるとするのは合計
値で 1.1％、“距離が近い”も 1.1％に過ぎないが、「ないです」は“カジュアル”が 5.7％、“距
離が近い”が 16.0％である。つまり、「ないです」が丁寧体の中で普通体を使用する関係に近
いところで用いることばであることを示している。「ません」が“丁寧”、“フォーマル”という
回答の多さもこれを裏付けていると考えられる。 
 調査 1の結果、「ません」と「ないです」は動詞の丁寧体否定形式として、調査対象者から認
知されていることが明らかとなった。また、「ないです」には、「ません」ではほとんど観察さ
れなかった“柔らかい”、“距離が近い”という意識があり、「ないです」の基本機能を担ってい
る可能性がある。さらに、「ないです」は「ません」より普通体を使用する関係に近い相手、近
いと思わせたい相手に使用されているようだ。 
 
４．動詞の丁寧体否定形式に関するアンケート調査２ 
(1) 調査方法 
調査 1の結果を踏まえ、調査 2ではより詳細に場面設定を行い、新たに大学 3、4年生の日本
語母語話者 33人を対象に調査を行った。以下に調査項目を挙げる。 
 
◆ 会話の相手別・状況別、動詞否定表現の使用状況 
会話の相手として知っている先生 2人、知らない人 3人を設定した。会話の相手、場
面の詳細は以下の通りである。 
 
     ・会話の相手（先生Ａ）： 
「先生は 60代男性です。学内外で高い地位にあり、外見にも威厳がありま 
す。先生がいると背筋が伸びるような感じがします。」 
  場面：①先生に疑いをかけられた場面でそれを否定する 
…自己主張場面(先生Ａ①）-（１） 
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     ②飲み会での雑談場面…飲み会場面(先生Ａ②）-（２） 
 
     ・会話の相手（先生Ｂ）： 
「先生は 40 代後半ぐらいの男性です。まだ若く、見るからに優しそうで、社交
的な先生です。先生の研究室には、いつもいろいろな学生が出入しています。
あなたもよく先生のところに行きます。」 
  場面：①先生に疑いをかけられた場面でそれを否定する 
…自己主張場面（先生Ｂ①）-（３） 
     ②飲み会での雑談場面…飲み会場面(先生Ｂ②）-（４） 
 
  ・会話の相手（知らない人①）： 
       あなたは家族とパーティーに行きました。そのパーティーは父の仕事がら 
みです。父からはきちんとするよう言われています。そこで 40代後半ぐ 
らいのスーツを着た知らない男性に話しかけられました。あなたは中国語 
学科の学生だという話をしました。…パーティー場面 -（５） 
 
     ・会話の相手（知らない人②）： 
       あなたは友達の家に行く途中です。そこで 40代後半ぐらいのスーツを着た知ら
ない男性に話しかけられました。…道聞き場面 -（６） 
 
  ・会話の相手（知らない人③）： 
   あなたは地域の国際交流協会が主催した外国人との交流パーティーへ行きまし
た。そこで、ある外国人のグループを引率してきた 40 代後半ぐらいのスーツを
着た男性外国人と話をします。…外国人とのパーティー場面 -（７） 
 
以上のような会話の相手と場面を 7つ設定し、具体的なモデル会話の中で否定表現とし
て「ません」、「ないです」のうちどちらの形式を選択するかを調査した。 
 
◆ 会話の中での動詞否定表現形式に対する使用意識と 2形式の相違点(記述式） 
 
(2)  会話の相手別、場面別「ません」と「ないです」の選択状況 
 会話の相手別、場面別に「ません」と「ないです」の選択状況を表-4で確認しよう。 
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 表-４：「ません」と「ないです」 会話の相手別・場面別使用状況 
 
 
「ません」 「ないです」 計 
（人数） 
人数 ％ 人数 ％ 
(1)先生 A① (自己主張をする場面) 28 84.8 5 15.2 33 
(2)先生 A② (飲み会場面) 5 15.2 28 84.8 33 
(3)先生 B① (自己主張をする場面) 26 78.8 7 21.2 33 
(4)先生 B② (飲み会場面) 5 15.2 28 84.8 33 
(5)知らない人 （パーティー） 19 57.6 14 42.4 33 
(6)知らない人 （道聞き） 8 24.2 25 75.8 33 
(7)知らない人 （外国人とのパーティー） 9 27.3 24 72.7 33 
 
表-4（1）（3）は先生にカンニングをした、他の学生のレポートを真似したという疑いをかけ
られた状況下で潔白を主張するという設定で否定表現を選択してもらった結果である。このよ
うな自己主張場面では、どのような先生であるかにかかわらず、「ません」を（1）28 人（84.8％）、
（3）26 人（78.8％）が選択した。一方、飲み会場面の（2）（4）では、両場面で「ないです」
が 28 人（84.8％）に選ばれた。（1）（3）の場面では、先生は学生を疑い、また学生はかけられ
た疑いを晴らさなければならないため、そこで繰り広げられる会話に友好的なムードはないと
いってよいだろう。しかも、学生は疑いを強く否定する必要がある。こういった場面では「ま
せん」の選択が増え、反対に飲み会場面の（2）（4）では、「ません」と「ないです」が逆転す
る。飲み会場面では、一般的に友好的な状況が予測されるうえ、そうしたムードを維持しよう
という意識が働く。また、ここで想定したモデル会話での話題は（2）が自転車に乗るかどうか、
（4）が Sさんを知っているかどうかであり、強く否定しなければならないような話題ではない。
したがって、「ません」と「ないです」を選択する要因には会話の相手の属性よりむしろ否定の
度合いや友好的な状況かどうかのほうが大きな割合を占めると考えられる。 
 次に、会話の相手が知らない人の場合はどうだろうか。表-4（5）（6）（7）について見てみよ
う。この中で、（6）（7）については「ません」、「ないです」を使用する比率はほぼ同じで、「な
いです」の選択者が約 75％である。しかし、（5）は（6）（7）と比較して、「ません」を使用す
る人が増え、約 60％が「ません」を使用すると答えている。なぜ（5）の場面でこのような結
果になったのだろうか。（5）の場面は、父親の会社関係のパーティーできちんとするようにと
事前に言われているという設定である。この場面では、（6）（7）の場面と比較して、場面の改
まり度が高く、礼儀正しくしていなければならないというプレッシャーが強いように思われる。
（6）の道聞きの場面は調査 1でも「ません」と「ないです」のどちらを使用するか尋ねている。
調査 1 では「ないです」の選択者が 67.1％であった（表-1参照）。調査 1 では、道を聞く人の
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属性を指定しておらず、調査対象者がイメージする相手に対しての選択であったが、調査２で
は 40代後半ぐらいのサラリーマンと設定した。その結果、調査対象者の父親ぐらいの年齢の人
に対しても 75.8％の人が「ないです」を選択した。最後に（7）の場面は、会話の相手が外国
人である。外国人と話すとき、「ないです」が規範的ではなく、「ません」が規範形だと認識し
ていれば、規範形の「ません」の選択者が多いと予想したが、結果は相手が知らない日本人の
ときと変わらず、「ません」の選択者は約 25％であった。つまり、「ません」は規範で、本来用
いるべきことばだと考えていない人も相当数存在するようである。また、「ません」を選択した
約 25％の人が規範形だからという理由で選択したとは限らない。 
 
(3)  会話の相手別、場面別の選択形式に対する意識-知っている人-  
上述したように表-４に挙げた７場面で「ません」と「ないです」が使い分けられていること
が明らかとなった。では、話者はいかにして、「ません」あるいは「ないです」を選択している
のだろうか。その選択要因を明らかにするために、「ません」と「ないです」に対して調査対象
者がどのような意識を持っているのかについて記述式回答をもとに考察する。 
 
1)  自己主張をする場面における選択形式に対する意識 
「ません」に対する母語話者意識の中で、最も多く用いられているキーワードは“強”であ
る。すなわち、「ません」には強い主張や否定のニュアンスがあると言える。この場面では、先
生の自分に対する疑いを否定し、潔白を主張しなければならない（完全否定）。したがって、「ま
せん」に強い主張や否定のニュアンスがあるとすれば、この場面で「ません」の選択者が 85％
を占めることも妥当な結果と言える。つまり、はっきり自分の意志を表明するとき、「ません」
を選び取っていると考えられる。上野他（2005）でも意志を述べる文では「ません」が使われ
やすいと述べている。次に多い記述は、「ません」のほうが“丁寧”であるというものであるが、
この“丁寧”ということに関しては、「ないです」のほうが“丁寧”だとする人もいる。人によ
って“丁寧”に対する概念の違いを感じさせる。また、「ないです」は親しい先生には使用でき
るという記述もあった。 
 
2)  飲み会場面における選択形式に対する意識 
飲み会場面では、「ません」に対する意識も、強い主張や否定というものはなく、基本的に「ま
せん」を規範的としている人が「ません」を選択したようである。先生 B の飲み会場面では 5
人が「ません」を選択したが、この 5人は同じ先生 B に対する自己主張場面でも「ません」を
選択している。つまり、場面に関わらず、「ません」を選択していることになる。 
また、ある回答者は、先生 Aに対しては自己主張場面と飲み会場面の両場面で「ないです」
を用いている。その理由として、先生 Aとはもっとコミュニケーションをとる必要があること
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を挙げている。この回答者は、気を遣う相手に対して、「ないです」を使うことで丁寧さを表す
と同時に、打ち解けられると感じているようである。 
 この場面の記述では「ないです」は、“柔らかい”、“優しい”、“親しさ”などのことばで表せ
る。反対に「ません」には“冷たさ”や“距離”を感じている。さらに、モデル会話では相手
の趣味について話しているため、そのことについて否定することを弱める機能を「ないです」
に求めている。 
 
(4)  会話の相手別、場面別の選択形式に対する意識 –知らない人- 
 最後に、知らない人を相手にした 3つの場面で「ません」、「ないです」がどのように話者に
考えられているかを考察する。 
 「ません」は丁寧である、知らない人だから用いるという記述がある。それは「ません」に
“距離が遠い”という意識があるからであろう。これは調査 1 で「ません」の特徴のひとつと
して挙げられたものと重なる。 
 また、パーティー場面では、パーティーで会った人から中国語ができるのか問われたときの
返答にどちらの形式を選択するのかを尋ねている。そこで、「ません」に強い否定を感じる調査
対象者は、「ないです」を選ぶことで、「ぺらぺら話せるわけではないが、まったく話せないと
いうことでもない」というような意味を相手に伝えようとしている。さらに、先生 A、先生 B
の飲み会場面でも記述されていたように、パーティーという和やかな場面を意識するなら“強
い”、“イヤな感じ”、“冷たい感じ”を持つ「ません」ではなく、“柔らかい”、“優しい”、“親し
さ”を持つ「ないです」がふさわしいと考えていることがわかった。ただし、親から礼儀正し
さを求められているパーティー場面では、和やかな場というより、改まった場として認識され、
その場面では「ません」のほうが支持されている。 
“丁寧”という言葉に関して、ここでは 2つの意識が顕著に出ている。ひとつ目は「ません」
のほうが「ないです」より丁寧であるとするもの、ふたつ目は「ないです」の方が丁寧という
ものである。「ないです」のほうを丁寧だとする見方では、相手に対して、柔らかく、優しく、
控えめに接することが丁寧だと考える。それに対して「ません」に対して丁寧だという場合、
形式として規範的である言葉を使用することが丁寧であるという考えだと言えよう。 
 
(5)  まとめ 
 以上の調査結果からは、３つのことが言えるだろう。 
まず、“否定する”ということについて「ません」と「ないです」には使用感に違いがある。
自己主張場面のような自分の精神領域を侵されるような場合に行われる絶対的否定と、コミュ
ニケーション上大きな問題にならない話題に対する否定とでは、使用することばを変えている
と捉えることができる。否定の度合いという観点で言えば、「ません」は完全否定、「ないです」
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は部分否定を表している。ここで言う部分否定とは、人間関係を考慮し、相手の問いに否定で
答えることをやわらげたり、可能性を問われた際に可能性は全くゼロではないというニュアン
スを伝えるという意味である。 
次に、「ないです」は「ません」よりも普通体否定形式寄りのことばであることがわかる。「ま
せん」と「ないです」はともに丁寧体否定形式として認識されているが、「ないです」に対する
母語話者意識の上位に“距離が近い”という項目があること、反対に「ません」には“距離が
遠い”という項目があることから、「ません」よりも「ないです」のほうが相手との距離感が近
いと言える。このことは、そのほかの母語話者意識からも推察される。「ないです」には“柔ら
かい”、“優しい”、“親しさ”を感じるが、「ません」には“嫌な感じ”や“冷たい感じ”という
意識を持つ。相手との距離感の違いが影響を与えていると推察する。 
 最後に“丁寧である”ことに関して、「ません」と「ないです」のどちらがより“丁寧”なの
かという疑問がある。調査１で「ません」に対して“丁寧”、“フォーマル”と回答した調査対
象者が約 70％を占めたこと、礼儀正しさを要求されるパーティー場面で、「ません」の選択者
が増えたことからも、基本的には「ません」のほうが「ないです」より“丁寧である”と言っ
て差し支えないであろう。さらに、上述したように、「ません」のほうが相手との距離が遠いこ
とばであるならば、いわゆる敬語らしいことばであると言える。敬語を丁寧な言葉であると考
えるなら、「ません」は「ないです」よりも丁寧度５)が高いと言える。しかしながら、記述回答
の中には、「ないです」のほうが丁寧であるとする記述も散見される。これは、「ないです」が
“柔らかい”、“優しい”、“親しさ”を持つことばであり、相手に対して友好的に接すること、
感じよく接することが“丁寧”であると考える人にとっては、「ないです」を使用することが“丁
寧である”ことを示すことなのではないだろうか。 
 
５.  結論 
本調査により、「ないです」は丁寧体の中でも普通体否定形式寄りのことばであるという結果
が導かれた。先行研究でも「ないです」は「同等の親しいものへの発話」（福島・上原 2003:87）、
「比較的親しい間柄で用いられる形である」(野田 2004:235)とされている。先行研究の知見か
ら言っても、「ないです」が丁寧体の中で普通体否定形式寄りであることは明らかである。但し、
「同等の親しいものへの発話」、「比較的親しい間柄で用いられる形である」という見解には疑
義を抱いている。確かに、本調査でも「ないです」に対しては“親しさ”あるいは“距離が近
い”という母語話者意識が観察された。しかし、先生や知らない人などに対して同等であると
は言い難い。また、必ずしも既に親しい人に使用しているというわけでもない。したがって、
著者は、「ないです」は「相手との距離を縮める」機能があり、「ないです」を使用することに
より相手に“親しさ”を伝え、より良い関係の構築を築こうとするのではないかと考える。言
い換えれば、「ないです」には“familiarity”があると言える。Brown & Levinson（1987）の
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ポライトネス理論を援用すれば、「ないです」は話者自身のポジティブ・フェイスを満足させる
言語行動のひとつであると考えられる。つまり、ポジティブ・ポライトネスに相当すると言え
るであろう。 
 また、「ません」および「ないです」は、どちらも丁寧語「です・ます」が付加した形式であ
り、調査においても“丁寧”と認識されている。さらに、この両形式は調査において会話の相
手が友達の場合は選択されておらず、調査対象者全員が選択肢に入れておいた「食べない」な
どの普通体否定形を選択したことからも、丁寧体と認識されていることは明らかである。丁寧
体を構成している丁寧語は敬語に分類されており、Brown & Levinson（1987）のポライトネス
理論によれば、「ません」も「ないです」も聞き手に敬意を示すネガティブ・ポライトネスの“give 
deference”があることになる。つまり、「ないです」は丁寧語「です」を用いて、相手のネガ
ティブ・フェイスを満足させつつ、話者自らが“familiarity”を示すポジティブ・ポライトネ
スを用いている。 
一方で「ません」についての先行研究では規範意識や改まり度の高い場面での使用について
言及されている。本調査でも記述式回答では「ません」を規範だと認識している回答が見られ
た。さらに、調査２の父親の仕事関係のパーティー場面では、改まり度が高く、「ません」の選
択者が増えるという結果となった。では、改まり度が高い場面で用いられる「ません」の機能
は何であろうか。調査 1 では「ません」に対する意識の上位は“丁寧”、“フォーマル”、“距離
が遠い”、“硬い”であった。「ないです」と対照すれば、「ません」は「相手との距離を作る（遠
ざける）」機能があると考えられる。敬語は相手との距離を出すことにより相手への敬意を表し、
また場合によっては相手との関係を遠ざけたいときにも使われることが知られている。丁寧体
否定形式が 2形式存在することで、従来より、「相手との距離を作る（遠ざける）」機能が強調
されている可能性がある。本調査では、「ないです」の“柔らかい”、“優しい”、“親しさ”と比
較して、「ません」に対しては“イヤな感じ”や“冷たい感じ”という回答が得られている。ま
た、「ません」には強い主張や否定、反対に「ないです」には弱い主張や否定といった意識もあ
る。「ません」の基本機能により、相手を心理的に遠くへ置くことで、述べる事柄を客観化する
ことができ、伝える事柄に“強さ”を与えたり、礼儀をわきまえていることを表したりするこ
とができると考えられる。つまり、意志表明の観点から見れば、「ません」は強く主張したいと
き、「ないです」は自分の意志表明をはっきり表すことを控えるときに用いられると考えられる。
また、否定の度合いという点で言えば、「ません」は完全否定、「ないです」は部分否定を表し
ていると言えるだろう。さらに、改まり度の点からは、「ません」は改まり度が高く、「ないで
す」は低いとなる。 
「ません」および「ないです」の対人発話機能については、以上のようにまとめられ、本稿
で提示した仮説は裏付けられたと考える。しかしながら、話者の視点に焦点を当てた表現の場
合、相手の受け取り方には個人差が生まれる。今回の調査でも、母語話者によっては「ません」
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の強い主張を感じるがゆえ、「ないです」のほうが丁寧だという意識や「ません」を使われると
不快だという意見も見られた。更に、かなり少数ではあるが「ない」という言葉が入るため「な
いです」のほうが否定的だという意見や、「ないです」は規範的ではないので先生には使わない
という人もいた。今後、さらに調査を進め聞き手と話し手の双方向から日本語のポライトネス
について考えていきたい。 
 
 
                                                                                
注 
１）モデル会話で選択肢として提示した動詞は先生・先輩に対して「食べる」、知らない人に対して「知る」、
友達に対して「要る」、客に対して「扱う」である。「扱う」以外は日常語彙の中から選択した。 
２）本調査の目的は丁寧体否定形式がどのように用いられているかを明らかにすることであるが、調査対
象者の中には設定された相手に対して、普通体を使用する可能性もある。したがって、選択肢の一つ
として「食べない」などの普通体否定形式も用意した。 
３）調査１の調査対象者は 70人であるが、会話の相手が友達、先生②、客に対しての回答欄が未記入の調
査対象者が 8人おり、その 3項目については回答者数が 62 人となっている。 
４）会話の相手が友達の場合、普通体否定形式「ない」（例「食べない」）が選択されており、表‐2、表‐
3の分析では扱わない。  
５）丁寧度とは、ある言語形式が持つ丁寧さの度合を指す。例えば、依頼するとき、「～ていただけません
か」は「～てください」よりも丁寧度が高いと考える。 
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